

























































































































































































































































































体調 気分 労働時間 忙しさ 大変さ 上司 仲間 苛立ち 良い出来事
不協和 ─ ─ ─ .16** .19** −10* ─ .10* ─
敏感さ ─ ─ ─ ─ ─ .15** .09* ─ .19**



































& Feldman, 1997; Abraham, 1998; Zapf et al., 








































































































































































































































































































































































































































 Table 2.　面接調査 の内容のまとめ
A B C D E
個人属性
性別・年齢 21歳，女性 20歳，女性 20歳，女性 21歳，女性 19歳，女性





アルバイト先での立場 ベテラン 中堅 中堅 中堅 中堅よりちょっと上
他の飲食店での経験 なし 高校生のときに回転寿司屋 なし なし なし
アルバイト先





常連の有無 少ない 1/3くらい，あとは宴会 結構多い 多い 多い





















アルバイト先での個人の状況仕事量 それほど多いとは感じていない 多くはない 多い 多い
混んでる時は多いが，空いてる時や人がい
れば少ない



















モチベーション 同期と同じくらい，後輩よりは高い 今いるメンバーの中では高い 普通 自分的には高いと思う 周りも高いけど，高いと思う
不協和（我慢）必要か 必要 必要 接客業だから仕方ない 必要 必要




ある ちょっとは変わる（関連する） 影響される（関連する） 変わる（関連する）
他の要因 我慢の内容 ― 客 特にない 特にない
敏感さ（気遣い）
必要か 必要 必要，当たり前 必要 必要 必要





















その日の出来事との関連 あまり変わらない（関係ない） 変わる（関連する） ちょっとは変わる（関連する） （関係）する 少し，そんなに変わらない
他の要因 ― 客 客 特にない ―
感情
    
労働 どれが重要か 気遣い 気遣い 気遣い 気遣い 気遣い
どれが大変か 気遣い 気遣い 気遣い 気遣い 我慢
感情
 
労働尺度不協和（25点中） 21点 21点 16点 25点 17点
敏感さ（25点中） 21点 25点 16点 18点 22点
ポジティブ表出（25点中） 10点 25点 12点 14点 17点
接客観尺度自店の接客観（10点中） 7点 7点 9点 4点 8点
飲食店従業員としての一般的な
接客観（15点中）
12点 14点 15点 15点 13点
自分自身の接客観（15点中） 9点 15点 11点 14点 14点
―：特に明確な回答なし
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いない（Morris & Feldman; 1996, Zapf, Vogt, 
Seifert, Mertini, & Isic; 1999, Brotheridge & 



































































































え る 要 因 に つ い て は 労 働 条 件 や 職 場 環 境
（Morris & Feldman; 1996，Brotheridge & Lee; 
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The fluctuation of emotional labor and the relationship between
emotional labor and daily events for restaurant part-timers
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【Abstract】
　In this study, some researches were examined for restaurant part-timers as part of 
emotional labor study. The participants completed the rating of emotional labor after the 
work for 10 days by web survey which employed with mobile telephone in study 1. The result 
was shown the emotional labor had the difference of fluctuation by the subfactors. In addition, 
study 1 considered the relationships between emotional labor and daily events. The rating of 
daily events were also completed. As a result, the relation was almost indicated. In study 2, 
interviews for working students in restaurant supported approximately the results of study 1. 
Finally, some research problems for investigating emotional labor in the future were 
discussed.
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